
1検電 ･検相 ･相回転の三役

■検出部間を光ファイバーで絶縁

■作業の効率と安全性抜群 口E]BロBBⅢ□ELECTRICCO.,u'D.
光フ ァイバ ー高圧検相器･

地中線キュービクル用HPトA6型 ･架空線用HPトS6型
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上か ら測定上か ら測定

できます｡従来品と同 じ表示方式 検電器 と同様の高い入力インピーダンスなので､検電端子や

被覆

電線の使用方法や表示 も従来の架空配電線用検相器 と同様､同相 ･

異相 ･相順を普 (ブザー) と光 (発光タ＼イオ- ド)で表

示 します｡耐衝撃に も

堅牢 です｡小型 ･軽量で使 い易い 優秀な電気特性 と充分な絶縁耐力 (20kV/1分間)を持 ち､耐温湿度 ･送信部 と受信部 ､ その二本 を継

ぐ光 ファイバー部 で構成 され ､ 太 さ(¢34mm)長 さ (273mm)樹脂製収納ケースに入った器具 です (HPI-A6

型)テス トボタンと電池節約機能 使用前に内部回路 と電池をチ

ェック出来るテス トボタンと､使用時以外の電池



■仕 様

型 式 HPⅠ-A6 HPⅠ-S6 検 相 機 能 同相 か120度 異相か

を検出構 造 地中線キユビクル用 架空線用 相 順 機 能 120度

進み､遅れを検出使 用 電 圧 3.3Ⅳ-6.6kV 6.6kV 表 示 l発 光r発 音 8000LXの明るさの下で確認可能1m離れて50dB以上 (断続発音)ケ ー

ス アタッシュケース 袋ケース周 波 数 50Hz/60

Hz 温 度 特 性 -10℃～ +40℃経 緯 抵 抗 2000Mfl以上

検 相 可 能 距 離 送受信相互間 6m(特注 30m)絶 縁 耐 力 20Ⅳ 1分間 使 用 電 池 1.5V乾電池 単

5各 2個■寸 法 図■使用方法●動 作 点 検

(テストボタン)●検 電●検 相 HPl

-S6送 信 側 単 体 テス トボタンを押す と光だけが JIJTる受 信 側 単 体 テス トボタンを押す と音 と光が出るO送信,受信組合せ 検 相 受信側のテストボタンを押して書と光を出し､送信側のテストボタンを押すと､受信側の音と光がな

くなるo送信 ,受信組合せ 相 回 転 送信側のテストボタンを押し､受信側のテス トボタンを押すと受信
側の音 と光が出たままになるD受信側のテストボタ

ンを押 して音 と光 を出 し､送信側のテス トボタンを押すと,受信側の音と光がなくなるo送信側又は受信側の何れか一本のみを線路

に接触させ る｡送信側 :線路が充電状態の とき - 発光する. 受信側 :線路が充電状態のとき - 発音､

発光する｡受信側 (

pり注)検相中に発音 ･発光が連続の時は､切替スイッチが相回転になって

いる時です､スイッチ

を確認してください｡受信側 (Pl)の

発音 .発光の有

無1)切替スイッチを ｢相回転｣にする｡2)

3相線路を上図のようにA′B′Cと仮定します｡3〕受信側

をAに接触させて発音､発光を確認して､送信側をBに接触させ発光しているのを確認して､受信側の発音､発光を確認しま

す｡4)3)と同様にしてB,C相,C,A相,に接触

させてすべて受信側の発音,発光が無ければ正回転,発音 発

光が有れば逆回転です｡′主)相回転中に発音､発光が連続になった時は､接

触させてる相が同相の時です相を確認してください｡

'95430004D 注意事項l)検出部を隣接電路

に近付

けない様に注意してください｡危険で有ると共に検相が不確かになります｡

2)使用時は高圧用ゴム手袋

をしてください｡3)検出部のみで使用する時は握り部以外は触れないでください｡

4)0-120度の同相異相のみで､0-30度､0-60度等の同相異相の検相には

用いないでください｡5)動作点検で正常動作しない時は電池を交換してください｡6)光

ファイバーは折ったり強い力を加えないでくだきい｡7)使用後は光

ファイバー取付けネジにカバーをしてケースに入れ直射日光の当たらない､屋内の乾燥し


